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50 名（女性 41 名、82％　男性 9名、18％）
（3） 性別・年代別 名（％）
性　別 40 代 50 代 60 代 計
女　性  5（12） 28（68）  8（20） 41（100）
男　性  5（56）  2（22）  2（22）  9（100）
合　計 10（20） 30（60） 10（20） 50（100）
（4） 都道府県別 名　　
都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数
北海道 1 埼玉県 4 山梨県 ― 兵庫県 2 愛媛県 1
　札幌市 （1） 　さいたま市 （1） 長野県 1 　神戸市 ― 高知県 1
青森県 1 千葉県 ― 岐阜県 ― 奈良県 ― 福岡県 3
岩手県 ― 　千葉市 1 静岡県 2 和歌山県 ― 　北九州市 （1）
宮城県 1 東京都 6 愛知県 2 鳥取県 1 　福岡市 ―
　仙台市 （1） 神奈川県 2 　名古屋市 ― 島根県 1 佐賀県 1
秋田県 1 　川崎市 ― 三重県 ― 岡山県 1 長崎県 1
山形県 1 　横浜市 （1） 滋賀県 1 広島県 1 熊本県 ―
福島県 ― 新潟県 2 京都府 1 　広島市 （1） 大分県 ―
茨城県 ― 富山県 1 　京都市 ― 山口県 1 宮崎県 1
栃木県 2 石川県 1 大阪府 5 徳島県 ― 鹿児島県 ―
群馬県 ― 福井県 ― 　大阪市 （1） 香川県 ― 沖縄県 ―
（　）内は都道府県の内数







（5）  施設区分別　　　　　　　　　　　    名（％）
施　設　区　分
①公立１（管理運営者が教育委員会） 2 （   4）
②公立２（管理運営者が民法 34 条法人等） 24 （ 48）
③私立 1 （   2）
④その他（管理運営者が都道府県等） 22 （ 44）

















13：00 ～ 13：20 開　　会
13：30 ～ 14：30 講義「男女共同参画社会の形成と女性関連施設の役割」
　　　講師　　　　（独）国立女性教育会館理事長 　　　　　　　　 神田　道子
14：45 ～ 16：45 討議・講義「男女共同参画の視点を身につける」
　　　講師　　群馬パース学園短期大学教授　　　　　　　　　　　 内藤　和美
17：00 ～ 17：45 情報提供「国立女性教育会館との共催による事業の成果と展望」
　　　情報提供者　兵庫県立嬉野台生涯教育センター主任指導主事 　中村　和子
18：30 ～ 20：00 情報交換会






 9：00 ～ 10：30 講義・実習「女性情報をどう活用するか」
　　　講師　（独）国立女性教育会館客員研究員   　　　　　　　　　尼川　洋子









16：00 ～ 17：30 パネル・ディスカッション「女性関連施設の管理・運営・評価」
　講師　静岡市教育委員会委員長・元静岡県立女性総合センター所長　   林　　のぶ
　　　　（財）アジア女性交流・研究フォーラム理事長・
　　　　　　　　　　　　　前北九州市立男女共同参画センター所長　三隅　佳子
        　 松山市男女共同参画推進センター館長　　　　　　　　　　 吉村　典子
17：35 ～ 18：05 施設見学（自由参加）






 9：00 ～ 10：30 講義「相談事業と管理部門との連携」
　講師　横浜女性フォーラム館長　桜井　陽子
10：45 ～ 12：30 ワークショップ「国立女性教育会館の研究成果の活用」
　講師　（独）国立女性教育会館研究国際室長・主任研究員　　　　　中野　洋恵
　　　　（独）国立女性教育会館研究国際室研究員　　　　　　　　　大槻　奈巳
12：30 ～ 12：35 閉　会



























































































の学習関心と学習行動に関する国際比較調査」（平成 13 年～ 16 年）、「生涯学習を活用した女性の





















































参加後の感想 そう思う少しそう思う そう思わない 計
①女性関連施設職員としての必要な知識・技術が身についた 45 （ 98） 1 （ 2） 46 （100）
②施設・職員の役割を知ることができた 44 （100） － （－） 44 （100）
③ジェンダーに敏感な視点が養われた 38 （ 87） 6 （13） 44 （100）
④男女共同参画意識が養われた 40 （ 93） 3 （ 7） 43 （100）
⑤事業の企画・運営に関する知識・技術が身についた 41 （ 95） 2 （ 5） 43 （100）
⑥女性情報の収集・活用に関する知識・技術が身についた 44 （100） － （－） 44 （100）
⑦全国の女性関連施設長とのネットワークができた 44 （ 96） 2 （ 4） 46 （100）
◆参加した全体の感想  名（％）
非常に満足した 満足した 満足しなかった 計









平成 16年 7月 27 日（火）～ 7月 29 日（木）　2泊 3日
4．参加者概況
（1） 応募者・定員
104 名（女性 88 名、男性 16 名）（申込者数 108 名　定員 100 名）
（2） 性別・年代別 （名）
性　別 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 無回答 合  計
女　性 10  9 34 25 8 2  88
男　性  1  3  8  4 0 0  16
計 11 12 42 29 8 2 104
（3） 職務内容別 （名）
性　別 教　員 行政職員 生涯学習・女性関連施設職員 その他
女  性 28 21 18 21
男  性  8  5  2  1
計 36 26 20 22
（4） 都道府県別 （名）
都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数
北海道 2 埼玉県 23 山梨県 1 兵庫県 － 愛媛県 1
　札幌市 （2） 　さいたま市 （3） 長野県 2 　神戸市 － 高知県 2
青森県 1 千葉県 2 岐阜県 1 奈良県 － 福岡県 3
岩手県 1 　千葉市 － 静岡県 1 和歌山県 5 　北九州市 －
宮城県 2 東京県 9 愛知県 6 鳥取県 3 福岡市 －
　仙台市 （2） 神奈川県 2 　名古屋市 （3） 島根県 － 佐賀県 1
秋田県 1 　川崎市 － 三重県 3 岡山県 7 長崎県 －
山形県 1 　横浜市 （1） 滋賀県 1 広島県 2 熊本県 1
福島県 1 新潟県 3 京都府 － 　広島市 － 大分県 －
茨城県 4 富山県 1 　京都市 － 山口県 － 宮崎県 1
栃木県 3 石川県 － 大阪府 4 徳島県 － 鹿児島県 －
群馬県 2 福井県 － 　大阪市 （1） 香川県 － 沖縄県 1
（　）内は都道府県の内数















11：00 ～ 11：30 開会
11：30 ～ 12：30 講義「男女共同参画とキャリア形成支援」
　　　　　　文部科学省生涯学習政策局男女共同参画学習課長　清水　　明
14：00 ～ 15：00 講義「キャリア教育の意義と内容」
　　　　　　筑波大学大学院教授　　　　　　　　　　　　　　渡辺三枝子
15：00 ～ 17：00 講義・討議「男女共同参画社会の形成に向けたキャリア教育推進」
　　　　　　中央大学教授　　　　　　　　　　　　　　　　　広岡　守穂






 9：00 ～ 10：30 講義「男女共同参画の基礎的な知識 －ジェンダー統計から考える－」
　　　　　　国立女性教育会館研究国際室長　　　　　　　　　中野　洋恵
　　　　　　国立女性教育会館情報課専門職員　森　　未知
10：45 ～ 12：00 講義「学校・地域でキャリア教育を推進するための視点・留意点 
　　　　　　　　　　－中小企業から求められる教育・人材とは－」
　　　　　　全国中小企業団体中央会調査部長　　　　　　　　原川　耕治























11：30 ～ 12：00 閉会
13：30 ～ 15：00 特別講演会「夢・仕事“自分を生かす”ということ－科学者への道－」
　　　　　　東京薬科大学教授　　　　　　　　　　　　　　　深見希代子
6．プログラムの概要



















































































































































































































女 性 ％ 男 性 ％ 合 計 ％ 女 性 ％ 男 性 ％ 合 計 ％
そう思う 56 81.2  9 69.2 65 79.3 そう思う 32 49.2  5 38.5 37 47.4 
少しそう思う 12 17.4  4 30.8 16 19.5 少しそう思う 31 47.7  7 53.8 38 48.7 
そう思わない  1  1.5 － －  1  1.2 そう思わない  2  3.1  1   7.7  3  3.8 




女 性 ％ 男 性 ％ 合 計 ％ 女 性 ％ 男 性 ％ 合 計 ％
そう思う 37 55.2  3 23.1 40 50.0 そう思う 23 37.1 － － 23 30.7 
少しそう思う 25 37.3 10 76.9 35 43.8 少しそう思う 32 51.6 12 92.3 44 58.7 
そう思わない  5  7.5 － －  5  6.3 そう思わない  7 11.3  1  7.7  8 10.7 




女性 ％ 男 性 ％ 合 計 ％ 女 性 ％ 男 性 ％ 合 計 ％
そう思う 22 35.5  2 18.2 24 32.9 そう思う 3 100 － － 3 100
少しそう思う 28 45.2  6 54.5 34 46.6 少しそう思う － － － － － －
そう思わない 12 19.4  3 27.3 15 20.5 そう思わない － － － － － －
合　計 62 100 11 100 73 100 合　計 3 100 － － 3 100
◆参加した全体の感想
女 性 ％ 男 性 ％ 合 計 ％
非常に満足した 23 33.3 1 7.7 24 29.3 
満足した　　　 40 58.0 11 84.6 51 62.2 
満足しなかった 6 8.7 1 7.7 7 8.5 






















定　　員：30人　応募者数 94 人（26 カ国）
参 加 者：19カ国からの 25 名
（2） 国別
国　　　名 人　数 国　　　名 人　数 国　　　名 人　数
アフガニスタン 1 イラン 1 フィリピン 2
アゼルバイジャン 1 日本 3 サモア 1
バングラデシュ 1 キリバス 1 タイ 1
中国 1 ラオス 1 バヌアツ 1
クック諸島 1 マレーシア 1 ベトナム 2
インド 2 モンゴル 1
インドネシア 2 ネパール 1
（3） 性別・年齢別
20 代：  7 名（28.0％）
30 代：10 名（40.0％）
40 代：  6 名（24.0％）




N G O：  9 名（36.0％）





9/29（水）  9：00 ― 10：00 講義「女性情報について」
　 10：15 ― 12：00 講義「ジェンダー統計とは何か：情報は力なり」
　 13：30 ― 14：30 講義「効果的なプレゼンテーション」
　 15：00 ― 17：00 グループワーク　テーマディスカッション
9/30（木）  9：00 ― 12：00 情報処理演習　エクセル
　 13：30 ― 17：00 情報処理演習　エクセル
10/1（金）  9：00 ― 12：00 情報処理演習　パワーポイント
　 13：30 ― 15：30 グループワーク　発表準備




10/4（月）  9：00 ― 10：30 講義「インターネット概論」
　 10：30 ― 12：00 情報処理演習　WEB 作成
　 13：30 ― 17：00 情報処理演習　WEB 作成
10/5（火）
　
 9：00 ― 12：00 情報処理演習　WEB 作成
13：30 ― 14：45 情報処理演習　WEB 作成
　 14：45 ― 15：30 グループワーク　テーマディスカッション
10/6（水）  9：00 ― 10：00 情報処理演習　WEB 作成
　 10：00 ― 12：00 グループワーク　発表準備
　 13：30 ― 18：00 グループワーク　発表準備


















































































































研修全体に対する評価は、「非常に満足」が 21 名 84.0%、「満足」が 4名 16.0% と、全員が肯定的に
評価している。
情報処理演習については「非常に満足」が17名68.0%、「満足」が8名32.0%であった。グループワー
クについては「非常に満足」が 17 名 68.0%、「満足」が 8名 32.0% であった。講義については「非常に















平成 16年 10 月 7日実施　回答者数 25名（回収率 100％）
◆研修の内容に満足しましたか
　ａ．プログラム全体　　　　　　　　　　　　　　　  ｂ．情報処理演習
　 回答数 構成比 　 回答数 構成比
非常に満足 21  84.0% 非常に満足 17  68.0%
満　足  4  16.0% 満　足  8  32.0%
不　満  0    0.0% 不　満  0    0.0%
計 25 100.0% 計 25 100.0%
　
　ｃ．グループワーク　　　　　　　　　　　　　　　  ｄ．講義
　 回答数 構成比 　 回答数 構成比
非常に満足 17  68.0% 非常に満足 16  64.0%
満　足  8  32.0% 満　足 9  36.0%
不　満  0   0.0% 不　満 0    0.0%
計 25 100.0% 計 25 100.0%
◆研修からどのような成果が得られましたか（複数回答可）
　 回答数 構成比
情報処理技術の向上 23  92.0%
女性情報についての知識の深まり 21  84.0%
他の研修生との国際的なネットワークの構築 21  84.0%
日本を含むアジア・太平洋地域の人々と交流する機会 21  84.0%





　 回答数 構成比 　 回答数 構成比
ちょうどいい 24  96.0% ちょうどいい 25 100.0%
簡単すぎる  1   4.0% 簡単すぎる  0    0.0%
難しい  0   0.0% 難しい  0    0.0%
計 25 100.0% 計 25 100.0%
ｃ．ウェブページ作成
　 回答数 構成比
ちょうどいい 18  72.0%
簡単すぎる  0   0.0%











　 回答数 構成比 　 回答数 構成比
ちょうどいい 15  60.0% ちょうどいい 17  68.0%
長すぎる  2    8.0% 長すぎる  0    0.0%
短すぎる  8  32.0% 短すぎる  8  32.0%
計 25 100.0% 計 25 100.0%
　ｃ．グループワーク　　　　　　　　　　　　　　　  ｄ．講義
　 回答数 構成比 　 回答数 構成比
ちょうどいい 19  76.0% ちょうどいい 23  92.0%
長すぎる  0    0.0% 長すぎる  0    0.0%
短すぎる  6  24.0% 短すぎる  2    8.0%









平成 16年 11 月 30 日（火）～ 12 月 3日（金）　3泊 4日
3．参 加 者
（1） 応募者数・定員：応募者数　117 名（定員 100 名）  　参加者数　111 名
①　行政担当者・女性教育・家庭教育に関する行政関係事業の企画・運営に携わっている者　　 
応募者 85 名（参加者 81 名　73.0%）
②　女性教育・家庭教育に関する団体・グループ、ＮＰＯ等リーダー
応募者 32名（参加者 30 名　27.0%）
（2） 性別・年代別・所属別                                          
20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代 不明 合 計
女
性
行政関係者 8 22 18 13 2 0 0 63
団体･グループ 0  1  9  9 7 2 2 30
計 8 23 27 22 9 2 2 93
％ 7.2   20.7   24.3 19.8 8.1 1.8 1.8 83.8
男
性
行政関係者 1  9  7 1 0 0 0 18
 団体･グループ － － － － － － － －
計 1  9  7 1 0 0 0 18
％   0.9 　8.1    6.3 　0.9 0.0 0.0 0.0 16.2
合
計
行政関係者 9 31 25 14 2 0 0 81
団体･グループ 0 1  9  9 7 2 2 30
合　計 9 32 34 23 9 2 2 111
％   8.1   28.8   30.6   20.7 8.1 1.8 1.8 100.0
（5）  都道府県別 （名）
都道府県 女性 男性 総計 都道府県 女性 男性 総計 都道府県 女性 男性 総計 都道府県 女性 男性 総計
北海道  2 －  2 　千葉市 － － 0 三重県 1 － 1 山口県  3  1  4
　札幌市（ 1） － （ 1）東京都 7 2 9 滋賀県 1 － 1 徳島県 － －  0
青森県  3 －  3 神奈川県 1 － 1 京都府 － － 0 香川県 － －  0
岩手県  1 －  1 　川崎市 － － 0 　京都市 － － 0 愛媛県  １ －  1
宮城県  1 －  1 　横浜市 － － 0 大阪府 4 2 6 高知県 － －  0
　仙台市 － －  0 新潟県 7 － 7 　大阪市 － （1）（1） 福岡県  14  2 16
秋田県  2 －  2 富山県 1 － 1 兵庫県 3 － 3 　北九州市（ 7） － （ 7）
山形県  2 －  2 石川県 5 － 5 　神戸市 － － 0 　福岡市（ 1）（ 1）（ 2）
福島県 － －  0 福井県 2 － 2 奈良県 － － 0 佐賀県 －  1  1
茨城県  2 －  2 山梨県 1 － 1 和歌山県 1 － 1 長崎県  １ －  1
栃木県 － －  0 長野県 2 － 2 鳥取県 3 － 3 熊本県  2 －  2
群馬県 － －  0 岐阜県 － － 0 島根県 － － 0 大分県 － － 0
埼玉県 11  8 19 静岡県 3 2 5 岡山県 － － 0 宮崎県 － － 0
　さいたま市（ 2） － （ 2）愛知県 1 － 1 広島県 １ － 1 鹿児島県  １ －    1
千葉県  3 －  3 　名古屋市 － － 0 　広島市（1） － （1） 沖縄県 － －    0





















10：30 ～ 11：15 開会
11：20 ～ 12：20 講義「男女共同参画社会を推進するための女性施策の現状と課題」
　　　　　　講師　内閣府男女共同参画局参事官　　　　　　　　塩満　典子
13：30 ～ 14：50 講義「ジェンダー統計」
　　　　　　講師　国立女性教育会館研究国際室主任研究員　　　中野　洋恵
15：00 ～ 18：00 ワークショップ「女性のエンパワーメントとは」
　　　　　　講師　武蔵大学教授　　　　　　　　　　　　　　　国広　陽子






  9：00 ～ 10：10 自由討議「女性のエンパワーメント支援における課題」
　Ⅰ「行政における女性のエンパワーメント支援について」
　Ⅱ「団体･グループ･ NPO における女性のエンパワーメント支援について」
10：20 ～ 11：50 講義「女性のエンパワーメント支援に必要な行政と NPOの連携のあり方」　　　　　　講師　特定非営利活動法人
　　　　　　　　　　　　NPO研修･情報センター代表理事　　　 世古　一穂
13：00 ～ 16：00 ワークショップ「学習支援者の役割について」
　　　　　　講師 　お茶の水女子大学教授　　　　　　　　　　  三輪　建二
16：20 ～ 17：00 講義「女性のエンパワーメントと女性情報」
　　　　　　講師　国立女性教育会館客員研究員　　　　　　　　尼川　洋子
17：10 ～ 17：50 講義「国立女性教育会館女性教育情報センターの機能」
　　　　　　講師　国立女性教育会館情報課長　　　　　　　　　藏野由美子
18：30 ～ 20：00 情報交換会






  9：00 ～ 11：00 ワークショップ「ワークショップの技法について」
　　　　　　講師　東洋英和女学院大学教授　　　　　　　　　　藤村久美子




　　　　　　講師   特定非営利活動法人
　　　　　　　　　市民コンピュータコミュニケーション研究会代表　浜田　忠久
　Ｃ 「女性のキャリア形成を推進するための学習プログラム」
　　　　　　講師   国立女性教育会館研究国際室研究員　　　　　大槻　奈巳
　Ｄ 「団体・グループの組織化･継続･発展のためのプログラム」
　　　　　　講師   ＮＰＯ法人「フィフティ・ネット」代表理事　森屋　裕子
17：00 ～ 18：00 全体会
　　　　　　講師   有限会社アマリア代表取締役　  　　　　　　 真弓　敦子
　　　　　　講師   特定非営利活動法人
　　　　　　　　　市民コンピュータコミュニケーション研究会代表　浜田　忠久
　　　　　　講師   国立女性教育会館研究国際室研究員　　　　　大槻　奈巳
　　　　　　講師   ＮＰＯ法人「フィフティ・ネット」代表理事　森屋　裕子






  9：00 ～ 11：15 まとめ
11：15 ～ 11：30 アンケート記入
























援   策について」の説明がなされ、教育行政のあり方を具体的に提示した。
（4） 講義　 「ジェンダー統計 ｣
講師　国立女性教育会館研究国際室主任研究員　　      中野　洋恵


















































































































































































































　を得た 　　　　　　　　　　　　　　　　  　 身についた    











































合計 74 100.0 11 100.0 85 100.0 合計 74 100.0 13 100.0 87 100.0
③団体・グループ・ＮＰＯ活動に必要な専門的知識・技術　　④ジェンダーに敏感な視点が定着・深化した 
　が身についた











































合計 71 100.0 10 100.0 81 100.0 合計 75 100.0 13 100.0 85 100.0
⑤男女共同参画意識が養われた　　　　　　　　　　　⑥女性情報について知識・情報を得た











































合計 74 100.0 10 100.0 84 100.0 合計 74 100.0 13 100.0 84 100.0
 
⑦国の施策や基本的な考え方を知ることができた　　　　  ⑧参加者相互のネットワークができた











































合計 74 100.0 9 100.0 84 100.0 合計 71 100.0 9 100.0 80 100.0
  
⑨　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆参加した全体の感想











































合計 4 100.0 0 0.0 4 100.0 合計 73 100.0 9 100.0 85 100.0











平成 16年 10 月 15 日（金）　13：30 ～ 15：30 
4．参 加 者
（1） 応募者・定員
     　224 名（女性 211 名、男性 13 名）（申込者数 304 名  募集定員 300 名）
（2） 性別・年代別 人 （％）
性別 19 歳以下 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳以上 無回答 計
女性 －（－） 1（0.5） 5 （ 2） 20 （ 9） 55 （26） 80 （38） 21 （10） 29 （14） 211 （100）
男性 －（－） －（－） 3 （23）   2 （15）   3 （23）   1 （ 8）   1 （ 8）   3 （23）  13 （100）
合計 －（－） 1（0.4） 8 （ 4） 22 （10） 58 （26） 81 （36） 22 （10） 32 （14） 224 （100）
（3）  所属別  人 （％）
性別 行政関係者 教員 団体・グループ その他 無職 無回答 計
女性 11 （ 5） 2 （1） 137 （65） 10 （5） 19 （9） 32 （15） 211 （100）
男性   8 （61） － （－）    1 （ 8）   1 （8） － （－）   3 （23）   13 （100）
合計 19 （ 8） 2 （1） 138 （62） 11 （5） 19 （8） 35 （16） 224 （100）
 
（4）  都道府県別 人 　　 
都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数
北海道 ― 埼玉県 141 岐阜県 ― 鳥取県 ― 佐賀県 ―
青森県 ― 千葉県   9 静岡県 ― 島根県 ― 長崎県 ―
岩手県  1 東京都   2 愛知県 ― 岡山県 ― 熊本県 ―
宮城県 ― 神奈川県 ― 三重県 ― 広島県 ― 大分県 ―
秋田県 ― 新潟県 ― 滋賀県 ― 山口県 ― 宮崎県 ―
山形県 14 富山県 ― 京都府 ― 徳島県 ― 鹿児島県 ―
福島県  1 石川県   1 大阪府 ― 香川県 ― 沖縄県  1
茨城県 ― 福井県 ― 兵庫県 ― 愛媛県 1 不明 22
栃木県 21 山梨県 ― 奈良県 ― 高知県 ― 11 都県　224 名















13：30 ～ 13：45 　アトラクション「チター演奏」
　　　　　　　　　　　　　内藤　敏子氏　チター演奏者
13：45 ～ 13：50 　開　　会　　　　　　　　神田　道子　（独）国立女性教育会館理事長
13：50 ～ 15：30 　講　　演「チャレンジ！　私の生き方」・質疑応答
　　　　　　　　　　　　　佐藤　洋子氏　ジャーナリスト


















新聞記者として通算 33 年働き、1991 年に 55 歳の選択定年制により朝日新聞社を退社した。
寿命が長くなり、一つの職業で人生を全うするのではなく、二つ目の職業をもつ時代となり、体
力が残っているうちに人生を変えようと決意したからである。





























参加者数 224 名（女性 211 名、男性 13名）
アンケート回答数 183 名　アンケート回答率 82% 
　　◆講演後の感想にもっとも近いもの
　　①講演タイトル｢チャレンジ！私の生き方」について   　  ④男女共同参画意識を養うことができた   
　　　情報・知識が得られた  　　  

















   4
  43
合　計 151 100 合　計 143 100
　
　　②講師（佐藤洋子氏）について情報・知識が得られた　 　⑤国立女性教育会館について知ることができた





   3
  39
 72






    5
 47
 65
   3
 32
合　計 152 100 合　計 145 100
　③講師の生き方を通して、自分らしい生き方に　　　  ◆参加した全体の感想 
　　　ついて考えることができた
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  63
  56





























平成 17年 2月 13 日（日）～ 3月 12 日（土）














月　日 時　間 研　修　内　容 場　所
2/13（日） 来日 <東急ステイ泊 >
2/14（月）   9：30 ー 14：00 JICA ブリーフィング JICA 東京＜東急ステイ泊＞
2/15（火）   9：30 ー 17：00 ゼネラルオリエンテーション JICA 東京＜東急ステイ泊＞
2/16（水）   9：30 ー 17：00 ゼネラルオリエンテーション JICA 東京＜東急ステイ泊＞












2/18（金）   9：00 ー 16：00 目黒区立東山小学校視察 目黒区立東山小学校＜東急ステイ泊＞




2/21（月）   9：45 ー 16：45 カントリーレポート発表コーディネーター：北海道教育大学教授　大津　和子
JICA 国総研
＜東急ステイ泊＞


















































NWEC → IFIC へ移動
埼玉県伝統工芸会館
＜ JICA 国総研泊＞































































































































また、評価シート /daily Evaluation Sheet で講義やワークショップに対する日々の評価を見
































































































































LIST OF PARTICIPANTS IN “SEMINAR FOR PROMOTION OF EDUCATION FOR GIRLS AND WOMEN”
（平成 16 年度　女性の教育推進セミナー　研修員リスト）
独立行政法人　国際協力機構
Japan International Cooperation Agency
As of February 13, 2005








In charge of formal education,










Ms. MESSIA Nanga Marie




Chief of Service, Ministry of Secondary 
Education (service in charge of promotion 
and training of girls)
中等教育省　女子教育・研修担当主任
P.O. Box 13 883 Yaounde,
Cameroon










Ministerio de Education de Guatemala
教育省　コンサルタント
Km.30.2 Corretera a El Salvador, 










Ministry of Education 
教育省　体育部門　専門監督官
No. 13, Str. 64, Sect 731





















Coordinator to Child and Women Project











Mr. Mohamed Yeslem OULD  

















Mechanism of the Women in Mexico:
National Institute of the Women
国立女性研究所　メキシコ女性支援機構
Coyamel No. 70, Col. Santo









Superintendent of Guidance and
Counselling, Department of Education
Inspection and Guidance Division
教育省　監督・指導課　課長
Dept. of Education




































平成 16 年 12 月 11 日（土）






































































 11 月 19 日 （金）
  9：00 ～ 9：50
ミニ講義
「女性関連施設等に必要な専門的知識・技術を習得するための実践的方法を学ぶ」







































































　　　　135 名（女性 125 名、男性 10 名）
　　⑥　日程と概要
日　　時 プ　ロ　グ　ラ　ム　概　要
































































































































平成 17年 1月 26 日（水）～ 28 日（金）　2泊 3日   






105 名（女性 105 名）（申込者数 120 名　定員 60 名）
（3） 年代別 　　　　　　　　　　　　
年　代 人　数 ％
① 20 歳代　 　　4    3.8
② 30 歳代　 　14   13.3
③ 40 歳代　 　22   21.0
④ 50 歳代　 　44   41.9
⑤ 60 歳代　 　19  18.1
⑥ 70 歳以上  　 2    1.9







　　非常勤（兼任） 4   3.8
　　非常勤 4   3.8
　③嘱　託（専任） 38 36.2
　　嘱　託（兼任） 4 3.8
　　嘱　託 3  2.9
　④その他 5 4.8






公立Ⅰ 74   70.5
公立Ⅱ 30   28.5
私　立 1 　1.0
合　計 105  100.0
（6） 職務内容別 （重複有り）
職務内容 人　数 ％  ③ 「その他」の具体的職務内容















都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数 都道府県 人数
北海道 １ 埼玉県 ２ 山梨県 １ 兵庫県 ２ 愛媛県 ４
　札幌市 （1） 　さいたま市 （0） 長野県 ４ 　神戸市 （0） 高知県 ２
青森県 １ 千葉県 ３ 岐阜県 １ 奈良県 １ 福岡県 ４
岩手県 １ 　千葉市 （1） 静岡県 ５ 和歌山県 ３ 　北九州市 （1）
宮城県 ２ 東京都 ５ 愛知県 ４ 鳥取県 ２ 　福岡市 （0）
　仙台市 （1） 神奈川県 ２ 　名古屋市 （2） 島根県 ２ 佐賀県 １
秋田県 ２ 　川崎市 （0） 三重県 １ 岡山県 ３ 長崎県 ２
山形県 ２ 　横浜市 （1） 滋賀県 ０ 広島県 ２ 熊本県 ３
福島県 ０ 新潟県 ４ 京都府 １ 　広島市 （1） 大分県 １
茨城県 ４ 富山県 １ 　京都市 （0） 山口県 ２ 宮崎県 ２
栃木県 １ 石川県 ２ 大阪府 ９ 徳島県 １ 鹿児島県 １
群馬県 １ 福井県 ４ 　大阪市 （1） 香川県 １ 沖縄県 ２
（  ）内は都道府県の内数
44 都道府県・8政令指定都市　合計 105 名
4．プログラムの概要






10：00 ～ 10：25 開　会
10：30 ～ 12：30 講義・討議「女性関連施設における相談事業の在り方」
　講師　お茶の水女子大学ジェンダー研究センター教授　　　　　河野貴代美
13：30 ～ 14：30 講義「女性に対する暴力と配偶者暴力防止法」
　講師　内閣府男女共同参画局推進課配偶者間暴力対策調整官　　井上　　卓 
14：45 ～ 17：30 講義・討議「相談事業の基本的手法」
　講師　大阪府立女性総合センターコーディネーター　　　　　　川喜田好恵
































18：30 ～ 20：30 情報交換会






 9：00 ～ 11：30 講義・討議「関係機関との連携」
　講師　　　　名古屋市男女平等参画推進センター主査　　　　　景山ゆみ子
11：30 ～ 11：45 スピーク・アウト
11：45 ～ 12：00 アンケート記入





















































































































     講師　　　　性と健康を考える女性専門家の会会長　　　　　堀口　雅子
































































項　　　　　　目 そう思う 少しそう思う そう思わない
① 女性関連施設における相談業務の意義や役割につ
　 いて知ることができた 95（91.3） ８（ 7.7） 1（ 1.0）
② 相談員として専門的な知識・技術の向上を図れた 68（68.0） 32（32.0） 0（ 0.0）
③ 相談の今日的な課題に関する知識・技術の向上が
　 図れた 78（77.2） 22（21.8） 1（ 1.0）
④ ジェンダーに敏感な視点について理解が深まった 61（61.0） 35（35.0） 4（ 4.0）
⑤ 全国の女性関連施設相談員との情報交換や交流が
 　図れた 77（74.8） 26（25.2） 0（ 0.0）
⑥ 全国の女性関連施設相談員とのネットワークづく
 　りができた 38（38.0） 49（49.0） 13（13.0）
◆参加した全体の感想 人（％）
非常に満足した 満足した 満足しなかった 計




















































































































実 施 機 関 開 催 日 会    場
(1) 独立行政法人国立女性教育会館  5月29日（土）・30日（日）（１泊２日） 国立女性教育会館
(2)
Ａ 子育てネットワーク in 九州実行委員会
10月 2日（土）・ 3日（日）
（１泊２日） 福岡県社会教育総合センター
Ｂ 子育てネットワーク大分集会実行委員 /子育てネットワーク in 九州実行委員会
11月13日（土）・14日（日）
（１泊２日） 大分県立湯布院青年の家


































④　参加者　　参加者総数  243 名 〔定員　研修（1泊 2日） 大人 100 名〕
　　　　　　　研修（1泊 2日）170 名（女性 148 名、男性 22 名）<申込者数 181 名 >
　　　　　　　公開プログラム　 44 名（女性　38 名、男性　6名）<申込者数  38 名 >




12:00 ～ 12:30 受付
保育
12:15 ～ 17:15
12:30 ～ 13:00 開会
友達とあそぼう
12:30 ～ 17:00
13:00 ～ 14:45 ≪公開プログラム≫
　基調講演
　　「子育てネットワークと地域・行政・企業との連携」







17:00 ～ 18:30 おしゃべりサロン 親子プログラム
19:30 ～ 21:00 おしゃべり交流会 ファミリーコンサート19:30 ～ 20:30
【5 月 30 日（日）】













 9:00 ～ 12:30
保育
 8:45 ～ 12:45
11:10 ～ 12:20 全体会 「みんなで子育て、豊かな子育て」
12:20 ～ 12:30 閉会
⑥　概　要

































































































































































































































































































































頒布が 11 団体であった。また、「平成 15 年度子育てネットワーク研究交流協議会」のパネル展示
や参加者全員にヌエックブックレット「次世代育成と公民館」を配布するなどにより、国立女性
教育会館の家庭教育・子育て支援の取り組みを紹介した。































⑤　参加者　　参加者総数　349 名［定員　研修（1泊 2日）　大人 130 名　子ども 115 名］
　　　　　　　研修（1泊 2日）　139 名（女性 123 名、男性 15 名）＜申込者数　134 名＞
　　　　　　　公開プログラム　　28名（女性  18 名、男性 15 名）
　　　　　　　ボランティア　　　93名（女性  69 名、男性 24 名）
　　　　　　　子どもプログラム  134 名（女児  77 名、男児 57 名）＜申込者数　133 名＞
⑥　日　程
【10 月 2 日（土）】
時間 大人プログラム 子どもプログラムＤコース Ａ～Ｃコース
12:45 ～ 13:15 開会式 みんな集まれ！12:45 ～ 13:15
コース別保育
12:45 ～ 17:00





13:45 ～ 15:00 基調講演「子どもが育つ環境」



















【10 月 3 日（日）】











 9:00 ～ 12:00
















































































































 ・Ａコース（6ヶ月～ 2歳）　 「ベビーシッターによる個別保育」　（定員 15名、参加  4 名）
 ・Ｂコース（2歳～ 4歳）　　 「手遊び、パネルシアター、新聞紙、段ボールあそびなど」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（定員 20名、参加 20 名）
 ・Ｃコース（3歳～ 6歳）　 　「体を使った遊び、創作遊びなど」　（定員 20名、参加 23 名）
 ・Ｄコース（5歳～小学生）　 「親と離れ子どもの班単位でボランティアと一緒に、食事、入浴、
　　　　　　　　　　　　　　 宿泊などの生活体験をする」　　　（定員 60名、参加 85 名）






























④　参加者　　参加者総数　285 名［定員　研修（1泊 2日）　大人 150 名］
　　　　　　　研修（1泊 2日）　205 名（女性 160 名、男性 45 名）＜申込者数　209 名＞
　　　　　　　子ども　　　　　　80名（女児  48 名、男児 32 名）＜申込者数　  84 名＞
⑤　日　程
【11 月 13 日（土）】 
時間 大人プログラム 子どもプログラム




12:30 ～ 13:00 開会行事








14:30 ～ 15:00 パネルシアター
　こぶたぬきつねこ、おはようクレヨン、素敵な帽子屋さん




















20:30 ～　 　 ネットワーク情報交換会
【11 月 14 日（日）】
時間 大人プログラム 子どもプログラム















10:00 ～ 10:50 子育て応援テキスト「絵本から学ぶ」
　～絵本は子育ての玉手箱！私流・絵本の読み方～
11:20 ～ 12:05 分科会・子どもプログラム報告 子ども反省会







































































































































































　　　　　　　　研修（１日）　　  117 名（女性 93 名、男性 24 名）＜申込者数 119 名＞
　　　　　　　　公開プログラム　  40 名（女性 29 名、男性 11 名）＜申込者数  26 名＞
　　　　　　　　子ども　　　　　  21 名（女性 17 名、男性  4 名）  ＜申込者数  21 名＞
⑥　日　程
時間 大人プログラム 子どもプログラム
10:00 ～ 10:30 開会式
保育
9:30 ～ 15:30
10:30 ～ 12:00 基調講演「今、求められる多様な子育て支援」
12:00 ～ 12:10 情報提供「子育てネットワーク研究会・岡山の提案」










































































　⑤　参加者　　参加者総数 　747 名　〔定員　大人 100 名・子ども 100 名〕
　　　　　　　　研修（１泊２日）151 名（女性 117 名、男性 34 名）
　　　　　　　　公開プログラム　 42 名（女性　34 名、男性　8名）
　　　　　　　　親子プログラム　581名（大人 233名、子ども348名）プログラム提供者44名
　⑥　日　程
【11 月 19 日（金）】
時間 プログラム
12:00 ～ 12:45 受付
保育
12:30 ～ 17:30
12:45 ～ 13:15 開会行事
13:15 ～ 15:00 基調提案，事例紹介











18:15 ～ 20:00 交流会
【11 月 20 日（土）】
時間 プログラム







保育 9:15 ～ 15:15
10:20 ～ 11:50 公開講演会
11:50 ～ 12:00 閉会行事

























～ 7：00 フリーダイヤルでボランティアで対応し、年間 4000 件の相談があり、4才児からも電
話がきている。子ども支援として助成金をいただきながら、子育ていきいきサロン、一時預かり
















































委員の有志により「ちびっこランド」（現在のｗ ill こねっと）というサークルを 5名で立ち上げた。
2002 年、前年度同様、財団法人児童育成協会「こどもの城」からの助成をうけ、イベントを企画。




















平成 16 年 1 月に、「いわて子育てネット」は特定非営利活動法人の認証を受けた。また平成












































































３「子育てネットワークと行政の連携 ②～ 組織づくり、人づくり ～」（参加者 22 名）




















～より充実した施設の運営を考える ～」（参加者 22 名）






















































































































































参加者数　170 名　アンケート回答数 142　アンケート回答率 84％
◆次の項目について協議会後の感想に最も近いもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人（％）
そう思う 少しそう思う そう思わない 計
①地域社会における「子育てネットワーク」の
　役割や意義がわかった。 75 (75) 24 (24)  1 ( 1) 100 (100)
②「子育てネットワーク」の活動における課題
　が解決できた。  9 (10) 61 (70) 17 (20)  87 (100)
③他の「子育てネットワーク」関係者と交流を
　図れた。 57 (59) 34 (35)  5 ( 5)  96 (100)
④「子育てネットワーク」運営上の知識・技術
　が身についた。 18 (21) 58 (67) 11 (13)  87 (100)
⑤男女共同参画の視点に立った家庭教育・子育
　て支援について知識・情報が得られた。 23 (26) 50 (56) 12 (19)  90 (100)
⑥家庭教育や子育ての情報・知識が得られた。 37 (43) 34 (39) 16 (18)  87 (100)
◆参加した全体の感想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
非常に満足した 満足した 満足しなかった 計
38 61 2 100
フォローアップアンケート集計結果（国立女性教育会館分）







　の知識・情報 17 (22) 51 (66)  5 ( 7)  4 （ 5） 77 (100)
②子育てネットワーク運営上の
　知識・技術  5 （ 7） 48 （64） 12 （16） 10 （13） 75 (100)
③子育て支援についての情報・
　知識 14 （18） 55 （72）  4 （ 5）  3 （ 4） 76 (100)
④家庭教育や子育ての情報・知識  7 （ 9） 54 （72） 10 （13）  4 （ 5） 75 (100)
⑤国の家庭教育施策や基本的な
　視点 13 （18） 38 （52） 11 （15） 11 （15） 73 (100)
⑥参加者相互のネットワーク形成 10 （13） 25 （33） 29 （38） 12 （16） 76 (100)
◆協議会で得たことを活動や仕事にいかすことができたか　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
非常に生かせている 生かせている あまり生かせていない わからない 計












平成 16年 8月 27 日（金）～ 29 日（日）　2泊 3日




（2）  参加者：1,863 名（100.0%）
　内訳 「一般参加者」　　　　　　　　　1,354 名（72.7%）
　　　 「自主企画ワークショップ運営者」　509 名（27.3%）
（3）  性別・年代別                                                        　　　　　  　     





































合計（名） 20 104 153 307 531 370 105 0 273 1,863  100.0
比率（％） 1.1 5.6 8.2 16.5 28.5 19.9 5.6 0.0 14.6 100.0
（4）  職業・所属別
職業・所属 女性 男性 無回答 合計（名） 比率（%）
研究者・大学教員 68      19 －  87 4.7
議員 22       3 －  25 1.3
マスコミ 13       4 －  17 0.9
団体・グループ 313      22 －  335 18.0
行政関係者 371      95 －  466 25.0
　　　社会教育施設 （7） － －  （7）    （0.4）
　　　女性関連施設   （106） （13） － （119）    （6.4）
　　　教育委員会   （16） （6） － （22）    （1.2）
　　　女性行政   （138） （24） －  （162）    （8.7）
　　　その他行政  （104） （52） －  （156）    （8.4）
小・中・高校教諭 15       4 －  19 1.0
企業 33      17 －  50 2.7
その他有業者 147      29 －  176 9.4
学生 70 3 －  73 3.9
主婦（夫） 28 － －  28 1.5
不明・無職 570      17 －  587 31.5








（5）  都道府県別 （名）
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12：30 ～ 13：00 （1）  開　　会
　　　あいさつ　　　　独立行政法人国立女性教育会館理事長　　神田　道子










16：00 ～ 18：00 （3）　ワークショップⅠ










16：00 ～ 18：00 （7）　ワークショップⅣ

















































                  　　　　　　　大下　勝巳　　おやじの会「いたか」世話人　           　 
                  　　　　　　　新田　恭子　　ＮＰＯ法人セカンドハンド代表　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　松村みち子　　タウンクリエイター代表　　　　　          
         　コーディネーター　鹿嶋　　敬　　日本経済新聞社編集委員

















































　①  企画委員・独立行政法人国立女性教育会館によるワークショップ（14 件）
　　ア　企画委員によるワークショップ（９件）
　　　　Ａ　パネル展示「埼玉県男女共同参画条例」（立川恵子委員）
































































































































































合　　計 308 100.0 39 100.0 347 100.0 合　　計 253 100.0 37 100.0 290 100.0
⑤研究・実践活動に必要な知識や情報を交換できた　　⑥ネットワークづくりをすすめることができた











































合　　計 245 100.0 34 100.0 279 100.0 合　　計 241 100.0 33 100.0 274 100.0
⑦その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ◆参加した全体の感想




























































      独立行政法人 国立女性教育会館
〔共催：井県生活学習館（ユー・アイふくい）、後援：文部科学省〕
4．期　　日
　　平成 16年 7月 3日（土）～ 4日（日）
5．参加者概況
国立女性教育会館　　　　　　　　　　定員 100 名、応募者 113 名　
福井県生活学習館（ユー・アイふくい）　定員 100 名、応募者　83 名
6．プログラムの概要
◇第１日目　7月 3日（土）　調査報告会（会場：研修棟２F　大会議室）










































◇第二日目　7月 4日（日）　分科会 及び まとめ　













































11：15 － 12：15　研究メンバーからの提言　　　　　 





































































   
◆このフォーラムの内容はどの程度参考になったか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人（％）
よかった まあまあよかった よくなかった 合　計
①調査報告会 24 （53） 18 （40） 3 （7） 45 （100）
②分科会 38 （78） 11 （22） 0 （－） 49 （100）
③情報交換会 18 （46） 20 （57） 1 （3） 39 （100）
◆フォーラム後の感想にもっとも近いもの    　　　　　　　　　人（％）
そう思う 少しそう思う そう思わない 合計
①テーマについて情報・知識が得られた。 46 （90）  5 （10） 0 （－） 51 （100）
②国内及び海外の講師の考えについて理解を
　深めることができた。　 37 （76） 10 （20） 2 （4） 49 （100）
③女性の生涯学習についての考えを深めるこ
　とができた。 33 （66） 14 （28） 3 （6） 50 （100）
④海外の生涯学習について理解を深めること
　ができた。 41 （80）  9 （18） 1 （2） 51 （100）
⑤地域の女性センター等で得られない情報交
　換や体験ができた。 36 （80）  8 （18） 1 （2） 45 （100）
⑥海外及び国内の参加者との交流を図ること
　ができた。 23 （47） 20 （41） 6 （12） 49 （100）
◆参加した全体の感想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
非常に満足した ほぼ満足した 満足しなかった 合計
































　　　　　伊藤　　純　   学校法人昭和女子大学人間社会学部福祉環境学科専任講師　　
　（座長）　伊藤　陽一　　法政大学経済学部教授
　　　　久保　桂子　　戸板女子短期大学食物栄養科教授











































































































































































平成 16～ 17 年度（２年計画）  

















































































































































































































座長   柏木　惠子　心理学（文京学院大学人間学部教授、日本学術会議第 19期会員）
   　　佐々木政子　工業物理化学・応用光化学・光生命科学
　　　　　　　　　（東海大学総合科学技術研究所教授、日本女性科学者の会会長、男女共同
　　　　　　　　　　参画学協会連絡会委員）
      　辻村みよ子　法律学（東北大学法学研究科教授、日本学術会議第 19期会員）
　　　長野ひろ子　歴史学（中央大学経済学部教授、日本学術会議第 19期会員）












































































図書   57,181
雑誌    3,192
地方行政資料   18,839





平成 16 年度も、各施設職員が直接Web 上で登録・更新できるシステムを活用してデータ登録・
更新を行った（Web での登録を行った施設は 152 館）。３月末現在の登録数は施設数 575 件、実




















もので、平成 15 年 3 月に公開した。今年度は前年度に行った平成 15 年度調査のデータ（子育
































平成 16年 12 月 13 日（月）～ 14 日（火）　1泊 2日
5．参加者概況

















 　　　　NPO法人新座子育てネットワーク　　  坂本　純子
  埼玉大学共生社会研究センター　　　　藤林　　泰








16：30 ～ 17：45 （4）実習
　①WinetCASS 実習 　国立女性教育会館  森　　未知
　②レファレンス実習　　  名古屋市女性会館 　　　　　　　 辻本　　忍
大阪府立女性総合センター　　　　　　木下みゆき
18：30 ～ 20：00 （5）情報交換会













11：15 ～ 12：00 （8）全体会　分科会報告と全体協議・質疑応答






































































































































　　平成 16 年 7 月 3日（土）から開催された「平成 16 年度女性の生涯学習国際フォーラム」の第１
日目「調査報告会」を、エル・ネットを使って福井県生涯学習館（ユーアイふくい）と双方向通信を
行うと同時に放映した。
　　また、第２日目の「まとめ」を 45分に編集して、7月 14 日（水）に放映した。
　　要望があったので、第１日目を約 120 分と 124 分に分割編集を行い第２日目の「まとめ」を併
せた。全３回として、平成 17年 2月 3日（木）、10 日（木）、17 日（木）に再放映を行った。
（2）  インターネット 24 時間ビデオ・オン・デマンド方式（視聴者の要求により、随時映像・音声
を配信する方式）による配信
　　上記「まとめ」の内容を平成 16年 7月 26 日（月）からホームページから配信した。





























事業① 事業② 事業③ 事業④ その他 大学計
女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性







1 1 11 1 3 1 17 1
























登録・活動を開始して以来 26 年間、様々な形でボランティア活動が続けられ、平成 15 年度は、
国立女性教育会館ボランティアの活動の見直しを、会館ボランティアと職員で、１年かけて協議を


















「上記以外の活動自主企画」の４分野に分けることができる。なお平成16年 4月 1日から平成17年 3
月 31日までの延べ活動数は、総計922回となっている。






















・環 境 整 備
　（雛飾り、ロビー等の花、館内野草の手入れ、貸し出し用備品等の整理及び整備、傘、雪かき、草刈、
　池の掃除等）　　　















【第１回】 日時：4月 28 日（水）　13：30 ～ 15：30　　参加者：42 名





【第２回】 日時：7月 13 日（火）　13：30 ～ 15：30　　参加者：37 名


























【第４回】 日時：3月 10 日（木）　13：30 ～ 16：00　　　 参加者：28 名
（1） 趣   旨
国立女性教育会館ボランティア活動の充実・発展を図るため、１年間の活動のふりかえりと今
後の活動に向けた新たなステップとなる協議をを行う。
 （2） 期　 日
平成 17年 3月 10 日（木）　13：00 ～ 15：30
 （3） プログラムの概要
時　　間 プ　ロ　グ　ラ　ム
13：00 ～ 13：05 開会
　日程説明、趣旨説明、事務連絡
13：05 ～ 13：20 ボランティア活動の自己評価にあたって
　　　　担当　　国立女性教育会館事業課専門職員　　　 山川　俊幸
13：20 ～ 13：40 自主活動グループからの活動報告
　・写真ボランティアクラブ写人の会































































平成 16 年度は 11 名で活動している、茶道グループ。会館からの依頼や利用者からの直接依
頼により、響書院を利用してお茶会や着付等を行った。また、会館ボランティア活動を通じて交
流を持った利用者との交流は、会館外での交流へと発展している例も紹介されている。
（4） グループ  あい




































― 平成 17 年 5 月 ―
● 編集・発行
独立行政法人 国立女性教育会館
〒 355-0292 埼玉県比企郡嵐山町大字菅谷 728 番地
TEL：0493-62-6711　FAX：0493-62-6720
E-mail：webmaster@nwec.jp　　http://www.nwec.jp/
● 製本・印刷　有限会社ドットケイズ
本誌は再生紙を使用しています。 

